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シ
リ
ー
ズ
⑪

熊
本
城

築
城
時
の
勇
姿
再
び

熊
本
市

加
藤
清
正
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た

熊
本
城
。
熊
本
市
は
今
、
こ
の
歴
史

と
文
化
の
象
徴
・
熊
本
城
の
本
格
的

な
復
元
整
備
へ
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

■
熊
本
城

難
攻
不
落
の
城
と
し
て
有
名
な
熊
本

城
は
、
加
藤
清
正
が
慶
長
六
年
（
一
六

〇
一
）
か
ら
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
築

城
し
た
と
い
わ
れ
、
武
者
返
し
と
呼
ば

れ
る
美
し
い
曲
線
の
石
垣
を
持
つ
な
ど

大
阪
城
、
名
古
屋
城
と
並
び
日
本
三
名

城
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

築
城
当
時
は
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
現

在
九
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
超
え
、
周

囲
は
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
現
在
五
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
　
に
も
及
び
、
大
小
二

や
ぐ
ら

つ
の
天
守
閣
を
は
じ
め
、
櫓
四
十
九
、

櫓
門
十
八
、
城
門
二
十
九
を
持
つ
様
は

ま
さ
に
豪
壮
雄
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
熊
本
城
復
元
整
備

熊
本
城
は
、
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産

と
し
て
、
熊
本
市
最
大
の
観
光
資
源
と

し
て
、
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
心
の

オ
ア
シ
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
熊
本
市
で
は
熊
本
城
を
復

元
整
備
す
る
こ
と
で
都
市
に
潤
い
と
風

格
を
与
え
、
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

よ
り
一
層
の
心
の
ゆ
と
り
を
提
供
で
き

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
熊
本
城
の
本
格

的
な
復
元
整
備
へ
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

具
体
的
な
整
備
計
画
と
し
て
、
ま
ず

は
築
城
四
百
年
に
あ
た
る
平
成
十
九
年

く
ら
が
り
ご
も
ん

を
目
標
に
天
守
閣
へ
の
通
路
（
闇
御
門
）

の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
清
正
公
の
御

殿
・
本
丸
御
殿
の
復
元
や
”
く
ま
も
と

お
城
ま
つ
り
“
　
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ

て
い
る
笹
園
周
辺
の
建
造
物
の
復
元
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
元
に
あ
た
っ
て
は
今
年
四

月
に
「
熊
本
城
復
元
整
備
基
金
」
を
創

設
し
、
広
く
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

以
釆
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
海
外

か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
一
口
城
主
」
と
し
て
、

名
前
を
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
、
熊
本
市
企
画
調
整
課
（
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6
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1

1

）

へ

。

国
際
交
流

世
界
と
と
も
に
歩
む
熊
本
を
目
指
し
て
。

身
近
な
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
海
外
か
ら
の
留
学
生
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
旅
行
客
。
こ
の
と
こ
ろ
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
外
国
の
人
の
姿
を
見
か
け

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
熊
本
県
内
に
住
む
外
国
人
は
約
五
千
二

百
人
（
外
国
人
登
録
者
数
）
、
そ
し
て
年
間
約
三
十

万
人
の
観
光
客
が
海
外
か
ら
熊
本
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
か
ら
海
外
に
出
か
け
る
人
も

年
間
約
十
三
万
人
に
上
っ
て
お
り
、
外
国
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
昔
ほ
ど
遠
い
存
在
で
は
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

●
近
代
熊
本
づ
く
り
に
活
躍
し
た
外
国
人
た
ち

明
治
維
新
ま
で
、
外
国
と
の
交
流
は
一
部
を
除

い
て
長
い
間
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
明
治
に
な
り
、

西
欧
文
化
や
技
術
が
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
外
国
人
教
師
や
技
術

者
た
ち
で
す
。

熊
本
に
も
、
旧
制
五
高
で
教
ベ
ん
を
と
っ
た
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
や
熊
本
洋
学
校
の
ジ
ェ
ー

ン
ズ
、
「
通
称
・
古
城
医
学
校
」
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル

ト
を
は
じ
め
、
何
人
か
の
外
国
人
指
導
者
が
訪
れ

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
技
術
指
導
、
普
及
は
も
ち
ろ
ん
、

西
欧
の
思
想
や
文
化
を
熊
本
に
伝
え
る
う
え
で

大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

●
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
の
さ
き
が
け
は
、
熊
本
県
出
身

者
た
ち
一
方
、
明
治
の
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
県
民
の

中
か
ら
海
外
に
進
出
す
る
人
た
ち
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
の
代
表
例
が
海
外
移
民
で
す
。
熊
本
県
は
、

広
島
県
、
沖
縄
県
に
つ
い
で
海
外
移
民
数
が
多
く
、

明
治
か
ら
現
在
ま
で
に
北
米
、
中
南
米
、
ハ
ワ
イ

な
ど
へ
七
万
人
以
上
が
渡
航
。
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
多
く
の
県
民
が
移
住
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ

の
日
本
人
移
民
の
第
一
号
は
、
明
治
四
十
一
年
に

笠
戸
丸
で
出
航
し
た
本
県
出
身
者
た
ち
で
し
た
。

移
民
の
方
々
の
多
く
は
、
現
地
で
熊
本
県
人
会

を
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
五
十
以
上
。
現
在

で
は
中
心
メ

ン
バ
ー
は
二

世
、
三
世
の

方
で
す
が
、

現
地
か
ら
熊

本
県
に
技
術

研
修
員
を
送
る
際
の
窓
口
に
な
る
な
ど
、
熊
本
と

現
地
を
結
ぶ
架
け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
国
際
交
流
の
主
役
は
、
一
人
ひ
と
り

時
が
経
ち
、
国
際
化
の
進
展
の
中
で
、
行
政
や

民
間
レ
ベ
ル
で
の
海
外
と
の
交
流
は
年
々
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
中
国
広
西
壮
族
自
治
区
、
米
国
モ
ン

タ
ナ
州
、
韓
国
忠
清
南
道
と
友
好
あ
る
い
は
姉
妹

提
携
を
結
び
、
交
流
を
進
め
る
一
方
で
、
留
学
生

へ
の
支
援
・
情
報
の
提
供
等
、
幅
広
い
国
際
交
流
・

協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
国
際
青
少
年
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
保
健
医
療
に
お
け
る
国
際

協
力
を
行
う
（
財
）
国
際
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

全
国
的
に
み
て
も
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
ま
ず
、
私
た
ち
の
住

む
熊
本
を
よ
く
知
る
こ
と
。
そ
し
て
外
国
の
人
々

の
考
え
方
や
文
化
を
知
る
こ
と
。
そ
れ
が
国
際
交

流
の
第
一
歩
で
す
。

世
界
と
と
も
に
歩
む
熊
本
。
そ
れ
は
、
一
人
ひ

と
り
の
身
近
な
国
際
交
流
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

県
広
聴
制
度
の
ご
案
内

知
事
へ
の
直
行
便
が
さ
ら
に
身
近
に
！

新
た
に
、
県
内
約
百
カ
所
の
特
定
郵
便
局
に
も
専
用
の
封

筒
と
便
せ
ん
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
県
の
出
先
機
関
、
市
町
村
、
公
立
病
院
、
普
通

郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
直
行
便
は
全
て
知
事
が
目
を
通
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
県
政
に
対
す
る
自
由
な
提
案
、
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー

県
民
の
中
か
ら
二
百
名
の
方
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
継
続
的
に
県
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案
を

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

県
民
相
談

県
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
　
月
曜
～
金
曜
、
九
時
～
一
二
時
　
一
三
時
～
一
六
時
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県

広

報

の

ご

案

内

「
彩
り
」
（
熊
本
の
豊
か
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
A
4
判
・
2
8
ペ
ー
ジ
）

●
年
間
四
回
（
四
月
・
七
月
・
十
月
・
一
月
）
発
行

●
愛
読
者
募
集
中
で
す
。
送
料
と
し
て
干
八
十
円
分
（
四

回
分
）
の
郵
便
切
手
を
同
封
の
う
え
、
左
記
あ
て
先
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

R
K
K
「
月
刊
く
ま
も
と
情
報
」

●
毎
月
一
四
（
再
放
送
あ
り
）

T
K
U
「
く
ま
も
と
探
県
隊
」

●
毎
週
土
曜
日
　
一
二
時
五
五
分
～
一
三
時

K
K
T
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
熊
本
」

●
年
間
一
〇
本
（
三
〇
分
）

K
A
B
「
く
ま
も
と
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」

●
毎
週
目
曜
日
一
九
時
五
四
分
～
二
〇
時

N
H
K
文
字
放
送
「
熊
本
県
ガ
イ
ド
」

●
毎
日
　
五
時
～
二
四
時

R
K
K

「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

■
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
一
〇
時
二
五
分
～
一
〇
時
三
〇
分

F
M
K

「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

●
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
　
七
時
三
〇
分
～
七
時
三
六
分

C
I
T
Y
 
F
M

県
政
番
組
「
C
A
S
U
A
L
・
W
A
L
K
l
N
G
」

●
毎
週
土
曜
日
　
二
一
時
五
〇
分
～
二
二
時

県政に関する情報は、インター
ネットでも提供しています。
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毎週月曜日放送の「くまもとウィークリー」。
写真は、立田山憩いの森での取材の様子

地
域
の
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き

く
ま
も
と
物
語
⑨
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